





The Birth and Growth of JESUS ––The Examination on the Passed Down Story of 




















































































































































































































る。ちなみに ｢なむあみだぶ（南無阿弥陀仏）｣ と唱えて成仏を図るという信心は､ 法然
や親鸞に始まる浄土宗や浄土真宗のものであり､ 潜伏キリシタンの居住していた長崎近辺
や五島列島にそうした宗徒が多ったことを物語るものであろう。また ｢弘誓（四弘誓願）｣
とは､ 成仏を求めて修業する人（＝菩薩）の基本的な誓願（＝願望・決意）であり､ ｢衆
生無辺 誓願度・煩悩無量誓願断・法門無尽誓願知・仏道無上誓願成｣ である。こうした
決意を持 って生活していけば、ということを「弘誓の船に乗る」と言ったのであろうが、
この場合どこまで現実的な背景を持つ言葉なのか、単なる説法上の慣用句なのか、不明で
ある。
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　（39）御主は次のように説かれた。天の高さ地の深さは８万余丈、仏と拝むべきは天の
御主であるデウス（天帝）であり、この方こそが人間の後世の助かりをなさしめたもう仏
である。この仏が天地日月を創り、パライソという極楽を創られ､ 人間万物､ ありとあら
ゆるもを思し召すままにお創りになった。人間をお創りの折には自分の息を入れられたの
であるが、大きな溜め息をつかれたために悪風となり、島に風が集まって大風となり、被
害をもたらす。草木を吹き枯らし､ 人間の種も絶えようとする時に､ 天から仏が止め給う
が、これが世の終りの75里の吹き枯らしである。
　←こうした話も新約聖書にはないが、ここでデウス（天帝）を人間の後世の助かりをな
さしめてくれる存在であると言っているのは、潜伏キリシタンの信仰の根底にあるものを
示しており、重要である。またデウス（天帝）による天地創造の物語は、基本的には旧約
聖書の創世記に依るものと考えてよい。しかしながら､ そうしたデウス（天帝）を仏と呼
んでい るのは、キリシタン信仰の土着化による変容をうかがわせるものとして興味深い
点と言ってよい。最後につけ加えられている暴風による自然災害とデウス（天帝）との関
わりについての話は、長崎や五島列島で生活していく上で大事な気象問題から創られた説
話であろうが、当然のことながら旧訳聖書や新約聖書とは何の関係もない。
　（40）これを聞いてガクジュランの門弟12人が、御主に弟子入りを願う。御主はその願
いを受け入れて、12人に洗礼を授け、弟子とされた。この時にそのお寺に参っていた群衆
の人々は我も我もと洗礼を受け、御主に仕えた。
　←こうした話も新約聖書には一切見られない。新約聖書では、生前のイエスにこれほど
順調かつストレートな形で弟子ができていくことは語られていない。こうした物語は潜伏
キリシタンの純朴なイエス信仰の現れと言えるであろう。
　（41）この様子を見たガクジュランも、自分も弟子になりたいと言う。そこで一切経を
捨てた方がいいかどうか論争が起こるが、御主が自分の持っている１冊と一切経数冊とど
ちらが重いかによって大事さを検証しようと言われ、重さを量ると一切経の方が軽かった。
それを見たガクジュランは、言い争いの余地はないとして洗礼を授けてほしいと望んだ。
　←こうした話も新約聖書には一切見られない。イエスが一度は師匠にしようと考えたほ
どの学者でもイエスの弟子になった、ということで御主イエスの偉大さを強調するもので
あろう。
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　（42）ガクジュランは「今は帝王ヨロウテツの御主に対する追及が強いので、この寺も
書物もこのままにしておいたままで私に洗礼を授けてください」と言うので、御主はそれ
を聞き入れ、洗礼をお授けになった。そして、12人の弟子と一緒に出発された。ロウマの
国にお着きになり、金銀がちりばめられて輝くサンタエキリンジャの寺を建てたられた。
この寺で人間の後生のたすけを広めておられるとのことである。
　←こうした話も新約聖書にはない。しかし、12人の弟子をつれてローマに行かれ、そこ
に大きな寺を建てて、そこから人間の後生の救いを広めておられる、という話は当時のキ
リシタンの世界観の現れとして興味深い。宣教師からローマには大きな教会があり、そこ
に御主の跡継ぎであるパパ様（教皇）が居られて、世界中のキリシタンのために活動して
おられる、といった話を繰り返し聞いてきたことであろう。このエピソードは、そうした
世界観の反映と見てよいのではないだろうか。
【物語10　帝王ヨロウテツが御主を殺そうとして数万の幼子を殺す】
　話は一転して、御主が成長されていけば自分を排除して王位に就くだろうとして、帝王
ヨロウテツが御主が幼子の間に抹殺しようとして、数万にも及ぶ幼子を皆殺しにする、と
いうことが語られる。『天地始之事』では、イエスの十字架上の死を、新約聖書的（パウ
ロ教的）に「人祖の罪（原罪）」の償いとするのでなく、この「幼子の大虐殺」の償いと
している。したがって、この物語は新訳聖書での１挿話の扱いとは違って、重い意味を持っ
ている。これは次の２つの小物語（エピソード）から構成されている。
　（43）帝王ヨロウテツは御主を捜し廻ったが見付からないので、在地の子供達の中に紛
れ込んでいるに違いないと、生まれたばかりの乳児から７歳までの国中の子供を殺してし
まえ、という命令を出した。このため４万４千４百４十４人の子供か背皆殺しにされた。
御主はこのことを伝え聞かれ、数万の命が失われたのは自分のためであると、後生のたす
けのためゼゼマルヤの森の中で苦行をされた。
　←マタイ福音書には、ヘロデ王が命じて、ベツレヘムとその周辺一帯の２歳以下の男の
子を一人残さず殺した、とある（2−16）。ただし他の３福音書等にも新約聖書の他の箇所
にも、そうした記述は無い。またイエスが、幼子たちの死を悼んで、その後生のたすけの
ために苦行する、などという話は新約聖書のどこにもない。ただ『天地始之事』では大勢
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の幼子の死を自分自身に関係することとして御主がその子らの後生のために苦行する、と
いうことになっているのは、後で語られる御主の十字架上の死の基本的意味付けをしてい
く上での伏線として、重要な意味を持つ。
　（44）デウス（天帝）から、「数万の幼子の命が奪われたのは皆その方のためである。こ
のようなことが生じれば、パライソの楽しみを再び得ることは困難になる。だからその方
は、亡くなった子供の後生のため、責め虐げられ、命を苦しめて、身を捨てなくてはなら
ない」というお告げがあった。御主は、はっと平伏され、血の汗を流された。昼５ケ条の
オラショ（ロザリオの受難の玄義）はこの時に始まる。御主はローマの国のサンタ・エキ
レンジャの寺にお帰りになり、何とかして悪人に苦しめられ、命を捨てなくては、と思わ
れた。
　←この部分も、引き続いて、イエスの十字架上の死に対する『天地始之事』独自の意義
づけを語ろうとしており、新訳聖書には見られないストーリーである。
【新約聖書の伝えるイエス像との主要な異同点が示唆するところ】
　ここで見てきた部分で、新約聖書の伝えてきたイエス像と最も大きく異なるのは、イエ
スの受難と十字架上の死の意味付けである。潜伏キリシタンたちは、幼子イエスを抹殺し
ようとして帝王ヨロウテツが数万の幼子を殺したことの贖罪として、という意味付けをし
ているが、新約聖書では、さらにいえばカトリック教会の伝統的な考え方では、人々の罪
の償いとして、という意味付けがされてきている。人祖アダムが神の命に反したために生
じた人々の原罪を、神の子であるイエスが生贄の子羊として自らの身を捧げることによっ
て償い、人々を解放し自由にしたのだ、ということである。
　例えば使徒パウロは「ローマの信徒への手紙」の中で次のように述べる（3−23～25）。
　人は皆、罪を犯して神の栄光を受けられなくなっていますが、ただキリスト・イエスに
よる購いの業を通して、神の恵みにより無償で義とされるのです。神はこのキリストを立
て、その血によって信じる者のために罪を償う供え物となさいました。
　新約聖書の方は、イエスの受難と死を人類全体の救いのため、といった壮大なビジョン
の中で意味づけているのに対し、『天地始之事』では、数多くの幼子の後生のたすけのため、
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という形でとらえ、具体的で理解しやすい意味づけにしているが、極めて矮小化して捉え
ている、と言っていいであろう。
　もう一つ『天地始之事』の物語世界が新約聖書の内容と大きく異なるのは、イエスの学
問の内容である。新約聖書が伝えるのは、イエスが学んだのは当時の熱心なユダヤ人の家
庭で広く行われていた旧約聖書についての学びであるのに対し、『天地始之事』では仏典
とされている点である。『天地始之事』には旧約聖書については「創世記」の一部以外に
触れられていないことからかんがえても、当時の潜伏キリシタンは旧約聖書の大事な部分
については何も知らないままであった、ということを示すものであろう。さらに言えば、
当時ので潜伏キリシタンは、キリシタンの依って立つところと仏教の依って立つところが
思想的に大きく異なっていることについて知らないだけでなく、そうした点について何ら
の問題意識も持っていなかった、ということなのであろう。潜伏キリシタンと他の宗旨の
人たちの意識の違いは、何を拝むか、どういう儀礼を大事にするか、といった辺りにしか
なかった、ということなのかもしれない。
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